
福ふ
く

原は
ら 

紀た
だ

彦ひ
こ

中
央
大
学
　
学
長

　

福
原
教
授
は
、
２
０
１
８
年
５
月
27
日

付
で
、
再
度
、
学
長
に
就
任
し
た
。

　

福
原
学
長
は
１
９
５
４
年
滋
賀
県
生
ま

れ
。
１
９
８
４
年
中
央
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
後
、
杏

林
大
学
助
手
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
１
９
９
３
年
中
央
大
学
法
学
部
助
教

授
、１
９
９
５
年
教
授
、２
０
０
４
年
か
ら

法
科
大
学
院
教
授
、
弁
護
士
（
東
京
弁
護

士
会
）。
２
０
０
７
年
か
ら
中
央
大
学
大
学

院
法
務
研
究
科
長
（
２
０
１
１
年
ま
で
）、

２
０
１
１
年
か
ら
総
長
（
２
０
１
３
年
ま

で
）、
中
央
大
学
学
長
（
２
０
１
４
年
ま

で
）
を
務
め
た
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
客
員
教
授
、
防
衛
省

防
衛
施
設
中
央
審
議
会
会
長
、
公
認
会
計

士
試
験
委
員
、
法
科
大
学
院
協
会
理
事
、

文
科
省
大
学
設
置
学
校
法
人
審
議
会
委
員
、

日
本
私
立
大
学
連
盟
常
務
理
事
、
大
学
基

準
協
会
理
事
、
東
都
大
学
野
球
連
盟
理
事

長
な
ど
を
歴
任
。

　

専
門
分
野
は
民
事
法
学
。
主
な
著
書
は
、

『
企
業
法
総
論
』『
企
業
取
引
法
』『
企
業
組

織
法
』（
文
眞
堂
）、『
企
業
法
務
戦
略
』

（
編
著
、
中
央
経
済
社
）
な
ど
。
所
属
学
会

は
、
日
本
私
法
学
会
、
日
本
海
法
学
会
、

比
較
法
学
会
、
日
米
法
学
会
、
金
融
法
学

会
な
ど
。

　

福
原
学
長
は
、
世
界
水
準
の
研
究
の
推

進
、
学
生
本
位
の
教
職
協
働
と
多
様
な
社

会
連
携
の
も
と
に
、
伝
統
あ
る
実
学
教
育

と
ハ
ー
ト
フ
ル
な
学
修
環
境
を
維
持
発
展

さ
せ
、
時
代
と
と
も
に
社
会
と
と
も
に
、

愛
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
中
央
大
学
の
新
た

な
歴
史
の
創
造
を
目
指
す
。

田た

上が
み 

博ひ
ろ

司し

阪
南
大
学
学
長

　

井
上
博
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４

月
１
日
付
で
田
上
博
司
氏
が
学
長
に
就
任

し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

田
上
学
長
は
１
９
５
４
年
生
ま
れ
、
大

阪
府
出
身
。
１
９
７
７
年
神
戸
大
学
経
営

学
部
卒
業
。
専
門
分
野
は
「
情
報
学
」。
主

な
著
書
は
『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
概

論
』、『
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

な
ど
多
数
。

　

一
般
企
業
の
人
事
部
門
な
ど
を
経
て
、

１
９
７
９
年
学
校
法
人
帝
塚
山
学
院
に
奉

職
し
、総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
歴
任
。

　

２
０
０
４
年
４
月
に
阪
南
大
学
の
経
営

情
報
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
。
准
教

授
を
経
て
、
２
０
０
９
年
４
月
教
授
に
就

任
し
、
６
年
間
教
務
部
長
を
務
め
た
。
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
８
年
３
月
ま

で
経
営
情
報
学
部
長
な
ら
び
に
学
園
理
事
、

評
議
員
を
務
め
、
教
学
の
充
実
と
法
人
運

営
に
尽
力
し
た
。

　

学
長
就
任
と
と
も
に
、
社
会
的
要
請
に

応
え
る
べ
く
、
教
養
教
育
の
充
実
な
ど
に

よ
っ
て
阪
南
大
学
が
推
し
進
め
る
「
実
学

教
育
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、「
即
戦
力
と

な
る
実
践
的
な
専
門
的
知
識・

能
力
と
幅

広
い
教
養
を
併
せ
持
っ
た
人
材
」
の
育
成

を
教
育
改
革
の
柱
に
据
え
、
大
き
く
動
き

出
し
て
い
る
。

　

世
界
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

テ
ー
プ
コ
ン
テ
ス
ト
（
ロ
ー
ラ
ン
ド
社
主

催
）
で
ク
ラ
ス
Ｂ
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
歴
を

持
ち
、
音
楽
活
動
で
も
活
躍
。
ま
た
、
世

界
水
中
連
盟
公
認
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
上
級
指
導
員
の
資
格
を
持
つ
な
ど
、
多

才
な
新
学
長
で
あ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

中
央
大
学

新
会
員
代
表
者
紹
介

阪
南
大
学
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小お

尾び 
敏と

し

夫お西
武
文
理
大
学
学
長

　

徳
田
行
延
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
に
小
尾
敏
夫
新
学
長
が
就
任
し
た
。

　

小
尾
新
学
長
は
慶
應
義
塾
大
学
で
学
士
、

修
士
（
い
ず
れ
も
経
済
学
）、
早
稲
田
大
学

で
国
際
情
報
通
信
学
博
士
号
を
取
得
し
て

い
る
。
職
歴
は
国
連
企
画
官
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
研
究
員
、
文
教
大
学
教
授
、
早
稲

田
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
電
子
政
府
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
な
ど
。

　

早
大
時
代
か
ら
国
連
Ｉ
Ｔ
Ｕ
事
務
総
長

特
別
代
表
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
シ
ル
バ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
委
員
長
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
電
子
政
府
研
究

所
長
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
未
来
政
府

委
員
の
ほ
か
、
国
際
Ｃ
Ｉ
Ｏ
学
会
世
界
会

長
を
３
期
９
年
務
め
る
な
ど
、
国
際
派
で

あ
る
一
方
、
国
内
で
も
内
閣
府
Ｉ
Ｔ
戦
略

本
部
委
員
、
総
務
省
電
子
政
府
推
進
員
協

議
会
会
長
、
早
大
電
子
政
府
自
治
体
研
究

所
長
な
ど
、
多
彩
な
経
歴
を
持
つ
。
総
務

大
臣
賞
２
回
、
前
島
密
賞
な
ど
も
受
賞
。

著
書
は
『
日
米
官
僚
摩
擦
』（
講
談
社
）

や
、
本
年
発
刊
の
『
２
０
３
０
年
日
本
経

済
復
活
へ
の
シ
ナ
リ
オ
』（
毎
日
新
聞
出

版
、
共
著
）
な
ど
30
冊
以
上
に
の
ぼ
り
、

趣
味
も
文
化
遺
産
巡
り
や
ワ
イ
ン
の
飲
み

比
べ
な
ど
幅
広
い
。

　

西
武
文
理
大
学
は
、
サ
ー
ビ
ス
経
営
と

看
護
の
２
学
部
に
よ
る
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
コ
ア
に
し
た
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
実
務

教
育
が
特
徴
。
超
高
齢
社
会
と
情
報
革
命

の
融
合
に
挑
戦・

貢
献
で
き
る
創
造
性
豊

か
で
先
端
的
な
人
材
の
育
成
が
新
学
長
の

抱
負
。
半
世
紀
の
歴
史
を
有
す
る
総
合
学

園
の
中
で
、
20
周
年
を
迎
え
る
大
学
の
新

た
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第381号第380号 （2018年7月発行）（2018年5月発行）

【特集】

留学（海外送り出し）に伴う問題への取り組み
【特集】

大学図書館最新事情

奇数月20日（年6回）刊行

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第324号（2009年１月発行）から
　�詳細は
　http://daigakujihou.shidairen.or.jp/

【座談会】
未来を先導する私立大学
の将来像
【インタビュー】
冨田 洋之氏（順天堂大学
スポーツ健康科学部准教授、
体操競技部コーチ）

【座談会】
私立大学における女性の
キャリア形成
【インタビュー】
北 義則氏（株式会社トーカ
堂代表取締役）

UNIVERSITY  CURRENT  REVIEW

新
会
員
代
表
者
紹
介

文
理
佐
藤
学
園

3
8
1
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

留
学（
海
外
送
り
出
し
）に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年7月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

「３年次演習（日本近世文学）Ⅰ」の授業（東京女子大学）

No.381

2018

隔月刊

7

特集　�留学（海外送り出し）に伴う�
問題への取り組み

座談会　未来を先導する私立大学の将来像
小特集　�海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果
明日への試み　聖学院大学
わが大学史の一場面　成城大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　皇學館大学／聖学院大学／西南学院大学
クローズアップ・インタビュー
� 順天堂大学スポーツ健康科学部准教授、体操競技部コーチ　冨田 洋之さん

3
8
0
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
図
書
館
最
新
事
情

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年5月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）

No.380

2018

隔月刊

5

特集　大学図書館最新事情
座談会　私立大学における女性のキャリア形成
小特集　�海外留学体験の効果測定に対する取り組み�
－海外短期派遣プログラムを中心に－

明日への試み　広島女学院大学
わが大学史の一場面　大阪薬科大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中央大学／明治大学／東海大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社トーカ堂代表取締役　北 義則さん

133 大学時報　2018.9



永な
が

田た

見け
ん

生せ
い

学
校
法
人
久
留
米
大
学
理
事
長
、
久
留

米
大
学
学
長
。
’73
久
留
米
大
学
医
学
部
卒
。
医
学
博

士
。
久
留
米
大
学
医
学
部
長
な
ど
を
経
て
、
’12
か
ら

久
留
米
大
学
学
長
、
’17
か
ら
現
職
。

齊さ
い

藤と
う

　
昇の

ぼ
る

立
正
大
学
長
、
文
学
部
教
授
。
’83
立
正

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
英
文
学
専

攻
満
期
退
学
。
文
学
博
士
。
主
著
『
ワ
シ
ン
ト
ン・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
と
そ
の
時
代
』
な
ど
。

山や
ま

田だ

礼れ
い

子こ

同
志
社
大
学
社
会
学
部
長
、
教
授
。
’93

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
教
育
学
大
学
院
社
会
科
学・

比
較
教
育
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
（Ph.D

.in Education.
）。

大
学
教
育
学
会
長
。

相あ
い

生お
い

芳よ
し

晴は
る

学
校
法
人
上
智
学
院
Ｉ
Ｒ
推
進
室
室
長
、

Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
転
職
後
、
学
事
セ
ン
タ
ー
、
情
報
シ

ス
テ
ム
室
を
経
て
、’18
か
ら
現
職
。
編
著
『
大
学
Ｉ
Ｒ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
指
標
集
教
育
質
保
証
か
ら
財
務
ま
で
』。

森も
り

　
朋と

も

子こ

関
西
大
学
教
育
推
進
部
教
授
。
’08
大
阪

大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士
（
言
語
文
化
学
）。
主
著
『
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
と
し
て
の
反
転
授
業
』
な
ど
。

山や
ま

本も
と

幸こ
う

一い
ち

明
治
大
学
教
学
企
画
部
教
学
企
画
事
務

室
。
明
治
大
学
大
学
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。
’94
明
治
大
学
に
入
職
。
共
著
に
『
内
部
質

保
証
シ
ス
テ
ム
と
認
証
評
価
の
新
段
階
』
な
ど
。

山や
ま

田だ

健け
ん

太た

専
修
大
学
文
学
部
（
人
文・

ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
）
教
授
。
’84
青
山
学
院
大
学
卒
。
専
門

は
言
論
法
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
。
近
著
『
見
張
塔

か
ら
ず
っ
と
』『
放
送
法
と
権
力
』
ほ
か
。

豊と
よ

田だ

雅ま
さ

幸ゆ
き

立
教
学
院
展
示
館
学
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
。
’02
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。
立
教
大
学
文
学
部
史
学

科
助
教
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

松ま
つ

本も
と

郁い
く

子こ

東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
職
員
。
’18
東

京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
文
化
資
源
学
研

究
専
攻
博
士
課
程
在
籍
中
。
’18
４
月
よ
り
現
職
。

田た

辺な
べ

勝か
つ

巳み

愛
知
大
学
豊
橋
研
究
支
援
課
長
（
東
亜

同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
、
三
遠
南
信
地
域
連

携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
事
務
責
任
者
兼
務
）。
’89
愛
知
大

学
入
職
。
８
部
署
を
経
て
、
現
職
８
年
目
。

渡わ
た
邉な

べ

　
卓た

か
し

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
。

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
。
博
士
（
文
学
）。
’13
か
ら
現
職
。

尾お

崎ざ
き

健た
け

夫お

早
稲
田
大
学
文
化
推
進
部
（
特
任
職
）。

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
。
キ
ャ
ン
パ
ス

企
画
部
企
画・

建
設
課
長
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館

事
務
長
な
ど
を
歴
任
。
共
著
『
キ
ャ
ン
パ
ス
再
生
の

す
す
め
』
な
ど

橋は
し

爪づ
め

節せ
つ

也や

大
阪
大
学
社
学
共
創
本
部・

総
合
学
術

博
物
館
教
授
。
’70
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
を
経

て
、
’07
か
ら
現
職
。
主
著
『
大
大
阪
イ
メ
ー
ジ
』。

大お
お

村む
ら

雅ま
さ

彦ひ
こ

学
校
法
人
中
央
大
学
理
事
長
、
中
央
大

学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
。
’79
同
大
学
院
法
学
研

究
科
前
期
課
程
修
了
。
’13
博
士
（
法
学
）。
’17
か
ら
理

事
長
。
主
著
『
比
較
民
事
司
法
研
究
』
な
ど
。

川か
わ

畑は
た

一か
ず

成な
り

学
校
法
人
関
西
大
学
理
事
、
関
西
大
学

教
育
後
援
会
幹
事
長
（
理
事
長
付
局
長
）。
’81
関
西
大

学
法
学
部
卒
。
研
究
推
進
部
次
長
、
学
長
室
長
な
ど

を
経
て
現
職
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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伊い

藤と
う

　
大ひ

ろ
し

宮
城
学
院
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事
。

東
北
大
学
生
活
協
同
組
合
を
経
て
、
’13
現
職
に
就
任
。

権く
ぉ
ん　
瞳ひ

と
み

阪
南
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
教
授
、
学
生
部
長
。
同
志
社
大
学
大
学
院
ア
メ
リ

カ
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門
は
英
語

教
育
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
育
。

堀ほ
り

之の

内う
ち

一か
ず

徳の
り

大
阪
学
院
大
学
庶
務
課
課
長
。
京
都

産
業
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
。
’98
大
阪

学
院
大
学
入
職
。教
務
課
課
長
を
経
て
、’17
か
ら
現
職
。

西に
し

川か
わ

佳よ
し

男お

拓
殖
大
学
工
学
部
助
教
。
’12
拓
殖
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
’13
博
士
（
工
学
）。
’17
か
ら

現
職
。

志し

藤ど
う

修し
ゅ
う

史し

大
谷
大
学
社
会
学
部
長
、
教
授
。
’88
龍

谷
大
学
文
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
修
士
課
程
修
了
。
’18

か
ら
現
職
。
地
域
福
祉
学
を
専
攻
。
主
著
『
社
会
福

祉
の
基
礎
理
論
』
な
ど
。

吉よ
し

田だ

善よ
し

一か
ず

東
洋
大
学
理
工
学
部
教
授
。
松
下
電
器

産
業
㈱
（
現・

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）、
山
梨
大
学
を
経

て
、
’00
年
４
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
プ
ラ
ズ
マ
、
科
学
哲
学
。

水み
ず

島し
ま

祥し
ょ
う

子こ

松
山
東
雲
短
期
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
講
師
、宗
教
主
事
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
。
’05

同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課

程
修
了
。
神
学
修
士
（
聖
書
学
）。
’15
か
ら
現
職
。

久く

米め

　
隼は

や
と

成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
立
教

大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
（M

BA
 in 

Social D
esign Studies

）。

伊い

藤と
う
克か

つ
容ひ

ろ

成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
、
経
済
学
部
教
授
。
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
主
著
『
組
織

を
活
か
す
管
理
会
計
』
な
ど
。

岡お
か

戸ど

良な
が

子こ

清
泉
女
子
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
。

善ぜ
ん

竹ち
く

富と
み

太た

郎ろ
う

’79
８
月
10
日
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学

文
学
部
心
理
学
科
卒
。
祖
父・

故
善
竹
圭
五
郎
、
父・

善
竹
十
郎
に
師
事
。
３
歳
で
稽
古
を
始
め
、
５
歳
の

時
に
狂
言
「
靭
う
つ
ぼ

猿ざ
る

」
の
小
猿
役
で
初
舞
台
を
踏
む
。

現
在
は
自
主
公
演
『
渋
谷
の
夜
の
狂
言
会
』『
銀
座
の

夜
の
狂
言
会
』『
狂
言
道
場
』『
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
』
な

ど
を
主
催
し
て
狂
言
を
広
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

桐
朋
学
園
短
期
大
学
演
劇
科
、
昭
和
音
楽
大
学
短
期

大
学
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
学
科
の
講
師
。

外と

川が
わ

智ち

恵え

大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
。
大
正
大

学
文
学
部
卒
。
’92
山
梨
放
送
入
社
。
’01
か
ら
フ
リ
ー

と
し
て
活
動
。T

O
K

Y
O

 FM

「SY
M

PH
O

N
IA

」

（
月
曜
～
木
曜
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
務
め
る
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
７
月
10
日
㈫

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
岡
本
圀
衞
副
会
長

と
対
談

●
７
月
17
日
㈫

　

第
３
回
常
務
理
事
会・
第
５
回
理
事
会
に
出
席

●
７
月
31
日
㈫

　

全
私
学
連
合・

代
表
者
会
議
に
出
席

　

林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
お
よ
び
政
務
官
な
ど

に
平
成
31
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
お
よ
び
税

制
改
正
要
望
を
手
交

●
８
月
23
日
㈭

　

内
閣
府
大
臣
政
務
官
な
ど
に
平
成
31
年
度
地

方
創
生
に
係
る
私
立
大
学
関
係
予
算
に
関
す
る

要
望
を
手
交

　

私
大
連
で
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
内
閣
府

「
地
方
大
学・

地
域
産
業
創
生
事
業
」
を
は
じ

め
、
国
の
地
方
創
生
に
関
す
る
予
算
事
業
に
つ

い
て
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
よ
り
使
い
勝
手
の

良
い
予
算
事
業
と
な
る
よ
う
改
善
要
望
な
ど
を

と
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、
総
務
省
「
特
別
交
付

税
措
置
」
を
活
用
し
て
、
私
立
大
学
個
々
の
地

方
貢
献
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
新
た
な
ス

キ
ー
ム
な
ど
も
要
望
し
た
。

開
催
報
告

◉
７
月
27
日
㈮
～
28
日
㈯

「
第
１
回
財
務・

人
事
担
当
理
事
者
会
議
」
開
催

　
「
社
会
変
革
と
大
学
経
営
～
将
来
の
大
学
の
あ

り
方
と
大
学
職
員
の
育
成
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
て
開
催
。
67
法
人
99
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
８
月
７
日
㈫
～
８
日
㈬

◉
８
月
９
日
㈭
～
10
日
㈮

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
新
任
専
任
教
員

向
け
】」
開
催

　
「
大
学
教
員
の
職
能
開
発
と
Ｆ
Ｄ
」
を
テ
ー
マ

に
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
（
静
岡
県
浜
松
市
）

に
て
、
模
擬
授
業
と
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換

を
中
心
に
開
催
。
両
日
程
あ
わ
せ
て
33
大
学
77

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
８
月
21
日
㈫
～
22
日
㈬

「
監
事
会
議
」
開
催

　
「
監
事
の
役
割
と
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
（
大
阪
府
大
阪
市
）
に

て
開
催
。
70
法
人
96
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
８
月
27
日
㈪
～
28
日
㈫

「
教
学
担
当
理
事
者
会
議
」
開
催

「
大
学
の
教
育
力
評
価
と
実
践
～
私
立
大
学
の

教
育
力
向
上
の
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

名
古
屋
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
に
て
開
催
。
61

法
人
73
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

７
月
▼
８
月

内閣府大臣政務官に要望書を手交まち・ひと・しごと創生本部事務局
地方創生総括官に要望内容を説明　

連盟ニュース
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私大連フォーラム 2018

未来を先導する私立大学の将来像
－2040年を見据えた私立大学の大学改革と人材育成－

日時　2018年10月17日（水） 14:00～17:30（受付13:30～）
会場　第一ホテル東京 5階「ラ・ローズ」

　急速な若年層人口の減少、人生100年時代の到来、第４次産業革命など、大きく変化す
る社会環境の中で、大学の教育目標も変容し、私立大学の教育研究は変わっていかざるを
得ません。日本私立大学連盟は、激変する社会状況と将来（2040年）を見据え、私立大
学の多様性を維持し自らの方向性を示すべく、『未来を先導する私立大学の将来像』をと
りまとめました。
　本フォーラムでは、国や産業界のトップリーダーを交え、それぞれの視点から大学の将
来像について議論し、高等教育の基幹となる私立大学の役割と意義を示します。

対　　象 大学関係者、学生、企業、行政、マスコミ、一般の方など、
私立大学の未来について関心のある方、どなたでもご参加いただけます。

申込方法 締切　2018年10月12日㈮ 17:00
インターネットからお申し込みください。なお、お申し込み
は定員に達し次第、締め切らせていただきます。
http://www.shidairen.or.jp/

アクセス 第一ホテル東京 5階「ラ・ローズ」
所在地　〒105-8621　東京都港区新橋1丁目2番6号
ＴＥＬ　03-3501-4411
ＵＲＬ　https://www.hankyu-hotel.com/hotel/dh/dhtokyo/access/

私大連フォーラム

1　「わが国の高等教育の将来像－大学の役割・機能、規模、連携・統合－」
　　義本博司氏（文部科学省高等教育局長）
2　「産業界が求める私立大学の役割と期待」
　　岡本　毅氏（�一般社団法人日本経済団体連合会副会長・教育問題委員長、�

東京ガス株式会社相談役）
3　「未来を先導する私立大学の将来像」
　　田中優子氏（�私大連常務理事・総合政策センター政策研究部門会議部門長、�

法政大学総長）

パネリスト
　　北山禎介氏（中央教育審議会会長、株式会社三井住友銀行特別顧問）
　　高橋　進氏（�経済財政諮問会議議員、人生100年時代構想会議議員、�

株式会社日本総合研究所チェアマン・エメリタス（名誉理事長））
　　鎌田　薫氏（私大連会長、早稲田大学総長）
　　村田　治氏（私大連副会長、関西学院大学長）
コーディネーター
　　松岡　敬氏（�私大連常務理事・総合政策センター広報・情報部門会議部門長、�

同志社大学長）

第１部
講 演

（14:00～15:40）

第２部
パネル

ディスカッション
（16:00～17:30）

参加無料 事前申込 定員400名
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◆
昨
今
の
大
学
博
物
館
は
、
明
確

な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
魅
力
あ

ふ
れ
る
展
示
物
を
備
え
、
学
校
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
地
域・

社
会

の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
施
設
が
増

え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、

そ
の
個
性
は
そ
の
大
学
の
教
育・

研
究
、
歴
史
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

「
大
学
博
物
館
」
と
い
う
個
性
か
ら

大
学
を
見
て
み
る
と
、
大
学
の
規

模
や
偏
差
値
な
ど
と
は
異
な
る
印

象
を
持
つ
こ
と
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。

　

本
特
集
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
施
設
の
沿

革
や
コ
ン
セ
プ
ト
、
日
常
の
活
動

な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
知
ら

れ
ざ
る
現
場
の
課
題
や
工
夫
、
ス

ト
ー
リ
ー
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
博
物
館
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
垣
間
見
る

こ
と
で
、
大
学
博
物
館
を
よ
り
一

層
身
近
に
感
じ
、
そ
の
大
学
の
個

性
を
理
解
し
、
共
感
す
る
機
会
と

な
れ
ば
、
個
々
の
大
学
の
新
た
な

評
価
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
大
学
博
物
館
の
役
割

は
、「
宣
伝
」
と
い
う
言
葉
以
上
に

深
い
意
義
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

確
信
し
た
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

立
教
大

学
広
報
課
長 

長
野 

香
）

◆
「
親
の
こ
こ
ろ
子
知
ら
ず
」
と

は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
い
つ
の

時
代
に
も
子
を
思
う
親
や
保
護
者

の
気
持
ち
に
は
、
子
ど
も
が
察
し

て
い
る
以
上
の
奥
深
い
思
慮
が
あ

る
。
小
生
の
大
学
生
時
代
、
携
帯

電
話
が
一
般
に
普
及
す
る
直
前
、

下
宿
で
は
ピ
ン
ク
色
の
公
衆
電
話

を
共
同
利
用
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、

故
郷
か
ら
届
く
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中

の
一
筆
箋
に
書
い
て
あ
る
優
し
い

一
言
は
、
失
い
か
け
て
い
た
学
生

生
活
の
初
心
を
取
り
戻
し
、
活
を

入
れ
直
し
て
く
れ
た
。

　

通
信
手
段
が
発
達
し
て
以
降
、

人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
つ
な

が
り
、「
せ
つ
な
い
」
や
「
さ
び
し

い
」
と
い
う
概
念
が
な
く
な
っ
た

の
で
は
と
思
う
時
期
が
あ
っ
た
が
、

そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。「
つ
な
が

る
」
が
ゆ
え
に
、
人
間
関
係
の
構

築
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
や
心
配

は
今
も
生
き
て
い
る
。
自
宅
生
、

下
宿
生
関
係
な
く
、
入
学
時
の
不

安
は
皆
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
小
特
集
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
友
人
」「
保
護
者
」「
在
学

生
」「
オ
ー
ル
の
取
り
組
み
」
で

あ
っ
た
。
各
大
学
と
も
充
実
し
た

学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
腐
心
し
、

全
学
を
挙
げ
て
懸
命
に
取
り
組
む

姿
が
読
み
取
れ
る
。
ご
執
筆
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委

員・

関
西
大
学
総
合
企
画
室
広
報

課
長 

依
藤 

康
正
）

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
狂
言
師
の
善
竹
富

太
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

善
竹
さ
ん
は
３
歳
で
狂
言
の
稽

古
を
始
め
、５
歳
の
時
に
狂
言
「
靭

猿
」
の
小
猿
役
で
初
舞
台
を
踏
ん

だ
。
現
在
は
、
自
主
公
演
『
渋
谷

の
夜
の
狂
言
会
』
を
主
催
す
る
な

ど
、
狂
言
を
広
め
る
活
動
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
狂
言
は
、
演
者
自
身
が

解
説
し
て
か
ら
演
じ
る
ス
タ
イ
ル

が
増
え
て
お
り
、
室
町
時
代
か
ら

続
く
約
６
５
０
年
の
歴
史
を
誇
る

狂
言
を
い
か
に
お
客
様
に
分
か
り

や
す
く
見
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た

狂
言
の
特
徴
で
も
あ
る
繰
り
返
し

の
表
現
を
省
略
す
る
な
ど
現
代
に

あ
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
伝
統
を
守

り
な
が
ら
も
、
狂
言
と
い
う
文
化

を
受
け
継
い
で
、
未
来
へ
引
き
渡

す
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ
た
。

　

現
在
、
私
立
大
学
に
お
い
て
も

18
歳
人
口
の
減
少
や
社
会
の
要
請

に
よ
り
、
多
分
野
に
わ
た
る
改
革

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
創
立
当
時
に

定
め
ら
れ
た
建
学
の
精
神
も
必
要

に
応
じ
て
現
代
の
言
葉
に
置
き
換

え
な
が
ら
、
そ
の
精
神
を
未
来
へ

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事

務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（11月号）予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「�地方自治体と大学の就職に関する協定締結による�
地域活性化への期待」

特　集	「大学は自然災害とどう向き合うか」
小特集	「魅力ある大学院をどうつくるか」
表紙 ・大学点描 大谷大学　　だいがくのたから 関東学院大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「石村 一枝さん（株式会社石村萬盛堂専務取締役）」

編
集
後
記


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2018
9月号

中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人 日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
� 私学会館別館	
	 電話 03－3262－4362　　FAX 03－3262－4363	
� http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進 研 アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
� 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫� ⎜獨 協 医 科 大 学⎬� ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫� ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫� ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫� ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫� ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫� ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫� ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫� ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫� ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫� ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫� ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫� ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫� ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人 ）
（124大学　平成30年 9 月20日現在）
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Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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